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伊作小 フリー参観週間 「来て，見て，感じて！伊作っ子パワー」
～御来校ありがとうございました～

期間中，多くの保護者や地域の方々に御来校いただきました。
１１月１日から７日までの期間中，伊作地区や野首地区高齢者と１・３

年生とのふれあい活動，給食試食会，読書集会と様々な活動を行いました。
参観された皆様から「子どもたちが楽しく生き生きと活動していた。」「給

食がおいしかった。」などの感想をいただきました。今後も，フリー参観期
間だけでなく，いつでもお気軽に学校にお越しください。

青少年劇場
１０月１９日(水) に，本校体育館で青少年

劇場が行われました。当日は，和田小，花田

小，永吉小の全校児童も一緒に鑑賞しました。

出演してくださったのは，劇団風の子九州

の皆さんで，「やだ，やだ，あっかんべー」と

いう劇を披露してくださいました。

劇の内容も素晴らしかったのですが，表現力（声の大きさや表情等）の

豊かさに感動する子供が多かったようです。今後の学習や生活に，学んだ

ことを生かしてほしいと思います。
日置市小・中学校音楽発表会

１１月９日(水)に日置市小・中学校
音楽発表会が行われ，本校は，４年生
が参加しました。曲目は，「半分大人」
「マイドリーム」で，合唱を披露しま
した。とてもきれいな歌声を会場いっ
ぱいに響かせることができました。
音楽の時間を中心に，練習してきた

成果を見事に発表することができ，４
年生一人一人が，友達と心を一つに取り組むことの素晴らし
さを実感することができたようです。

い ざ く

拡大学校保健委員会
１１月４日(金)，全ＰＴＡ会員を対象に，市障がい

者等基幹支援センター臨床心理士 久保田 寛子先生
をお招きし，「子供の育ちに沿った効果的なほめ方し
かり方」という演題で講演をしていただきました。
今後の子育てにとても参考になる講演となりまし

た。子供のよさを更に引き出すために，子供の声なき声を聴き，見えなき
姿を観る姿勢が，とても大切だと思いました。

交通事故に遭わせないように！

日頃から子どもたちの安全のために繰り返し指導を行っ
ています。以下のような点に再度，御指導ください。

１ 道路へ飛び出さない！
× 横断歩道のないところで，左右を確認しないまま飛び
出す。
× ふざけ合い押し合って歩いていて道路へ飛び出す。
× 歩道の縁石の上を歩いたり，道路へはみ出したりして
いる。

２ 自転車の乗り方を正しく！
× 前後左右を意識・確認しないで運転している。
× 車が来ないことをいいことに，車道まで自由に乗り回
している。
× １～３年生が，保護者がついていないのに乗っている。
（伊作小では，３年生以下は，保護者の目の届かない場
所での自転車運転を禁止しています。）
× スピードを出しすぎている。ヘルメット未着用。

子供の命に関わること。学校でも指導を工夫徹底していき
ます。御家庭でも，日頃から落ち着いた生活を送らせ，確実
な指導を繰り返してください。御協力をお願いします。
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